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資料１ 「Precision Nutritionの実践プラットフォームの構築と社会実装」
の全体像（位置づけ）
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ＳＩＰ／ＰＤの提案・意見

SIP第2期スマートバイオ産業・農業基盤技術
「食によるヘルスケア産業創出コンソーシアム」
農研機構：山本（前田）万里
「バリューチェーンデータ基盤構築」
大学共同利用機関法人情報・システム研究機構：小原雄治

NIBIOHNは上記のSIP事業に参画し、

食事・栄養調査や、腸内細菌と食事・栄養データ連
携システム（RDF化など）を担当

NIBIOHNはSIP事業以外にも、インハウス研究や
PRISM事業において、「腸内細菌と食事・栄養と健

康との関わりについて、ヒトデータの収集を行い、
有用微生物や有用代謝物の同定、診断・測定、生産
システムの開発」を進めている

本BRIDGE事業では、SIP第2期の成果を中心に、上記の基盤を活用することで、

「個人の代謝や腸内細菌の違いに基づく食の効果の個人差」に焦点をあて、その人ごとに適した豊かな食事を提案出来る
Precision Nutritionの実現に向けた実践プラットフォームを構築し、社会実装につなげる。
これは、統合イノベーション戦略2022「戦略的に取り組むべき応用分野 健康・医療」に記載されている「新産業創出として、

公的保険外のヘルスケア産業の促進等のための健康経営の推進、地域・職域連携の推進、個人の健康づくりへの取組促進
などを行う」について、Precision Nutritionの観点から社会実装につなげようとするものである。これにより、現在はエネ

ルギー摂取の過不足の解消を目的とした栄養摂取基準において、食の効果の個人差をもとに層別化し、より効率的に食の
健康効果を得られるようする次世代の栄養摂取施策に繋がると期待される。

✓ 健常人9千名のデータを収集、一部公開
✓ 食の有効性を決定する実効分子の同定

✓ 腸内細菌やヒトの代謝酵素により実効分子の産生・
健康効果が異なることを実証

✓ 食品の健康効果を予測するAIシステムを開発（大麦
やアマニなど）

✓ 腸内細菌の迅速・安価な測定システムを開発

✓ 健常人1千名の高品質データ取得
✓ 軽度不調評価法の開発と予防食材の
探索、統合健康栄養食品（G-Plus食品）

✓ 32食材の300成分一斉分析系の構築
✓ セルフケアフード協議会の発足
✓ 腸内細菌と食事・栄養に関するデータを収集・公開
✓ RDF化によるデータ連携システム構築



資料２「Precision Nutritionの実践プラットフォームの構築と社会実装」の概要
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【背景・現状・課題】
• 多くの人が食に対し、「生きるために必要な栄養」「美味しさ」「健康になるための生体機能」を求めているが、食の効果には個人差があるこ

とが分かっている。
• 現在、食の効果の個人差を考慮することの重要性が認識されており、個人差を考慮して一人ひとりに最適な栄養指導を行うことが「Precision 

Nutrition（精密栄養）」として期待されている。すでに米国NIHは、Precision Nutritionの実現を2020年からの10年間の戦略としている。
• SIP第2期において、健常人を対象に食や健康、腸内細菌などのデータを取得すると共に、軽度不調を始めとする健康状態の評価法の開発と予防

食材の探索、統合健康栄養食品（G-Plus食品）の開発、32食材の300成分一斉分析系の構築などを進めており、NIBIOHNも分担機関として参画し
てきた。

• NIBIOHNでは、SIP第2期に加え、インハウス研究やPRISM事業などにおいて、日本人9千名以上の食と健康に関するデータ収集を行い、食の効果
を担う複数の実効分子を同定すると共に、個人差を規定する腸内細菌の関与やヒトの代謝酵素の影響を解明している。さらには、それらの知見
をもとに、大麦やアマニをモデルに食の有効性を予測するAIモデルを構築している。

【施策内容】
本事業では、「個人の代謝や腸内細菌の違いに基づく食の効果の個人差」に焦点をあて、その人ごとに適した豊かな食事を提案出来る社会を目指
し、その実践プラットフォームを構築し、社会実装につなげる。具体的には、
① 消費者とつなぐポータルサイト構築
② 食の効果を予測・診断するシステム開発
③ 代替食品・レシピの開発
を行う。すでに実装につなげることができる素材を対象に社会実装を開始し、研究で新たに明らかにした部分もシームレスで社会実装につなげる。

【研究開発等の目標】
• SIP成果の成果にもとづき、Precision Nutritionの可能性を検証すると共に、食の効果の予測や腸内環境の診断のためのシステムや、新しい調

理法などを開発し、スタートアップや大企業による事業化につなげる。

【社会実装の目標】
• スタートアップや大企業によるヘルスケア・食品領域における新たな市場の創出ならびにPrecision Nutritionの早期実現を行う。
• 国民に対して「食の個別化アドバイス」や「特性に適した料理レシピの提案」を提供するためのシステムを開発する。
• SIP成果について、厚生労働省における新しい栄養指導のイノベーションにつながる制度整備に反映する（【対象施策の出口戦略】に後述）。

【対象施策の出口戦略】
・実証成果等については、個別化・食の多様性に基づく新しい栄養指導に関連する制度整備に反映する。具体的には、現在はエネルギー摂取の過
不足の解消を目的とした栄養摂取基準において、食の効果の個人差をもとに層別化し、より効率的に食の健康効果を得られるようする次世代の栄
養摂取施策につなげる。
・食の個別化を対象にした社会実装の支援整備に反映する。

本提案は、SIP第2期の成果をもとに「Precision Nutrition」という概念から社会実装を進めるものであり、「SIP成果の社会実装に向けた取組」というBRIDGEの制度の目的との
高い整合性を有している。さらに、統合イノベーション戦略2022「戦略的に取り組むべき応用分野 健康・医療」に記載されている「新産業創出として、公的保険外のヘルスケア
産業の促進等のための健康経営の推進、地域・職域連携の推進、個人の健康づくりへの取組促進などを行う」とも直結し、将来的には、厚生労働省における新しい栄養摂取
施策につながる制度整備に反映させることができるものである。さらに、本事業で社会実装を拡大・加速することで、民間からの高い研究開発投資誘発効果が期待される。



資料３ 「Precision Nutritionの実践プラットフォームの構築と社会実装」の
ＢＲＩＤＧＥの評価基準への適合性

○統合イノベーション戦略や各種戦略等との整合性
本研究は、統合イノベーション戦略2022「戦略的に取り組むべき応用分野 健康・医療 」に記載の「新産業創出として、公的保険外のヘ
ルスケア産業の促進等のための健康経営の推進、地域・職域連携の推進、個人の健康づくりへの取組促進などを行う。」について、リア
ルワールドデータとAI技術を活用することで、腸内細菌や代謝という観点から個人ごとに適した食事を診断・提案し、Precision 
Nutritionの社会実装につなげようとするものである。

○重点課題要件との整合性
本事業は、SIP第2期で得られた成果をもとに、近年、世界的にも重要課題となっている食の効果の個人差のメカニズムを解明し、個人ご
とに適した豊かな食を提供する「Precision Nutrition」の早期実装を図るため、厚生労働省が主導して、社会実装に向けた取組を加速・
強化するものであり、BRIDGEとして推進すべき内容となっている。

○ＳＩＰ型マネジメント体制の構築
省庁PDのもと、研究開発テーマのマネジメントを実施する。特に社会実装に向けた戦略の方向性、マイルストン設定と達成度、関係省庁
との連携、ユーザーとなる企業の巻き込みなどを重視しながら進捗を確認しながら、産学官が一体となり効果的な推進を行うことができ
るようマネジメントする。

○民間研究開発投資誘発効果、財政支出の効率化
• 民間投資誘発効果として、その人の特性に応じた最適な食品を提供するための診断システムや機能性のある食品などのシーズを発見し、

民間と連携し食品やヘルスケア産業などの開発・投資につなげる →機能性食品やヘルスケア市場（現在2,000億円）の加速的拡大

• 財政支出の効率化：健康維持や・増進のために個人ごとに適した食品を提供することで、医療費が削減し財政の効率化が期待できる。

○民間からの貢献額（マッチングファンド）
これまで行ってきた関連事業において、約50社との共同研究を通じ、毎年、人件費（200人程度、4億円相当）、開発技術・分析・解析役

務の提供（1.5億円相当）、試験品の製造・供給（3.5億円程度）相当の貢献をいただいている。本BRIDGE事業は少し異なる内容のため、

若干異なる体制となるが、最終的には同程度の貢献をいただけると想定している。

○想定するユーザー
食品メーカー、ヘルスケアメーカー、診断・測定機器メーカー、保険会社などを想定（現在、関連領域の企業と共同研究を遂行中）
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資料４ イノベーション化に向けた工程表

各省庁の施策

１年目

実施事業
・Precision 
nutritionの社会実
装
年度目標
・技術開発の進捗
（TRL4へ）
・イノベ－ション化
の進捗（BRL4, SRL3, 
HRL3）

BRIDGE実施期間

実施事業
・Precision 
nutritionの社会実
装
年度目標
・技術開発の進捗
（TRL6へ）
・イノベ－ション化
の進捗（BRL5, SRL4, 
HRL4）

2年目

出口戦略

3年目

実施事業
・Precision 
nutritionの社会実
装
年度目標
・技術開発の進捗
（TRL7へ）
・イノベ－ション化
の進捗（BRL6, SRL5, 
HRL5）
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実施後
各省庁での実施事項
• 個別化・食の多様性に基

づく新しい栄養指導のイ
ノベーションにつながる
制度整備への反映

成果の実用化・事業化

なお、評価意見を踏まえ、早期の社会実装に向けた検討を行う



資料５ 実施体制

実施体制
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各省PD名

厚生労働省
研究企画官
高江 慎一

公募を実施

国立開発法人
医薬基盤・健康・

栄養研究所

本事業に関連し、医薬基盤・健康・栄養研究所は、すでに9千名以上の
食事・栄養、腸内細菌、体質などのメタデータを含むデータ取得を行っ
ており、さらに代謝物のメタボローム・プロテオーム解析、腸内細菌の
マイクロバイオーム解析、ビッグデータ解析のAIシステム、動物や培養
細胞を用いた高度な基礎研究のシステムをインハウスで有している。本
事業の効果的な推進のためには、医薬基盤・健康・栄養研究所が有する
技術や研究基盤は必要不可欠であることから、医薬基盤・健康・栄養研
究所を主な実施機関とし、さらにその他の機関を対象にした公募から、
Precision nutritionの社会実装の加速化に必要な体制を構築する。



テーマ等（※個別に目標を設定している場合） 当年度目標 目標の達成状況（年度末報告）

①消費者とつなぐポータルサイト構築 Precision Nutritionに関連する少なく
とも１種類の情報を提供するポータルサ
イトのプロトタイプを作成する。

（－）

②食の効果を予測・診断するシステム開
発

少なくとも1種類の項目について、測定
キットのプロトタイプを作成する。

（－）

③代替食品・レシピの開発 少なくとも1種類の食材を対象に、有用
物質を含有する代替食品もしくはレシピ
を開発する。

（－）
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資料６ 「Precision Nutritionの実践プラットフォームの構築と社会実装」の目標及び達成状況（1年目）

〇「個人の代謝や腸内細菌の違いに基づく食の効果の個人差」に焦点をあて、その人ごとに適した食事を提案出来る社会システム
を目指し、その実践プラットフォームを構築し、社会実装につなげる。
具体的には、油、ビタミン、食物繊維などの効果の個人差について、腸内細菌や代謝物の産生、健康状態の変化などを指標に測定
し、その人に適した食事を提案するシステムを構築する。そのために
① 消費者とつなぐポータルサイト構築
② 食の効果を予測・診断するシステム開発
③ 代替食品・レシピの開発
の３つのテーマを設ける。
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補足資料1「Precision Nutritionの実践プラットフォームの構築と社会実装」の概要


